
〇社協だよりの発行
〇やまびこネットワーク活動事業
〇みなみあそボランティアまつり
〇福祉運動会
〇ボランティア協力校事業
〇緊急連絡カード　など

赤い羽根共同募金のお願い
じぶんの町を良くするしくみ。赤い羽根共同募金

【 運動期間 ： １０月１日～１２月３１日 】

今年も全国一斉に１０月１日から赤い羽根共同募金運動がスタートします。
赤い羽根共同募金は、事前に使いみちの計画を立ててから募金を行う、計画募金です。
皆さまから寄せられた募金は、翌年度、地域配分金として社協に配分され、南阿蘇村の地域福祉事業
のさらなる充実に役立てられます。

今年の南阿蘇村の 目標額は、 ３，２００，０００円 です。

皆さまからご協力いただいた募金は
このような活動に役立てられています。

今年も皆さまの温かいご協力をよろしくお願いします。

さまざまな方法で募金は集められています。
〇戸別募金　　〇法人募金　　〇個人募金　　〇職域募金　　〇学校募金　　〇募金箱など

令和２年度実績額　　　　令和３年度地域配分　 広域配分（県下の民間福祉団体へ）

  3,707,478円　　    　　 3,097,478円　　       　610,000円

この広報紙は共同募金配分金で作成しています。

令和３年.９.３０ 発行

９０No.

編集・発行

社会福祉法人 南阿蘇村社会福祉協議会　　
T E L 0967-67-0294
FAX 0967-67-2317

https://www.asoyamabiko.jp/minamiaso/

　暑かった夏もひと段落し、朝晩は涼しくなり、秋の訪れを
感じる季節になりました。
　秋といえば、食欲の秋・スポーツの秋・読書の秋などありま
すね。秋は、様々なイベントがありますが、新型コロナウイル
ス感染症が猛威をふるい、我慢と忍耐の生活が長く続いて
います。
　今後も長引くことが予想されますので、「withコロナ」で、
留意しながら、新たな取り組みなど模索しながら進めていき
たいと思います。

編集後記
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　令和３年度日本赤十字社の活動資金募集につきましては、村民の皆さまの
温かいご理解とご協力ありがとうございました。
　皆さまから寄せられた活動資金は、国内外で発生する災害などへの救護活
動や復興支援活動をはじめ、社会福祉事業、救急法・健康生活支援法の講習
会など幅広い事業活動に充てられています。

￥2,649,900 

令 和３年 度 日 赤 活 動 資 金 実 績 表
長陽地区 特別会員 普通会員 人数計 合計額
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久木野地区 特別会員 普通会員 人数計 合計額

第１駐在

第２駐在

第３駐在
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特別会員 普通会員 人数計 総　計
総合計

20 2,757 2,777 2,649,900 

日本赤十字活動資金にご協力いただき
ありがとうございました。　　

令和３年度日赤活動資金実績額

※全額日赤熊本県支部へ送金しました。

皆さまから
寄せられた
活動資金

日本赤十字社

赤 十 字 活 動 資 金 の つ か い み ち  
災害時は医療支援、こころのケ
ア、毛布などの救援物資の配布な
どに、平時は救急法などの講習普
及、ボランティアや青少年赤十字
の育成などに役立てられます。

2 3

熊本県支部南阿蘇村分区

私の生きがい
○元気の秘訣は何ですか

◎毎朝、体操をして家の中の鉄棒にぶら下がることです。
　家の近くの畑で野菜を作っているので、手入れもしよります。

○楽しみは何ですか

◎孫、ひ孫が遊びに来てくれることです。誕生日にはお祝いに来てくれて
会えることが楽しかです。

下田区       園田 芳己 さん     昭和4年3月29日（92歳）

☆今でもトラクターに乗って田んぼを耕しているという芳己さん。インタビューにも
　たくさん話してくれました。とても元気でカッコイイおじいちゃんでした。

そ の だ 　 よ し み

（1929年）

　今回、南阿蘇村社会福祉協議会で２３日間ソーシャルワーク実習を行

わせていただきました。毎日が充実しており、楽しく実習に取り組めまし

た。実習を行う際、分からないときは、職員の方にしっかり指導していただ

き、たくさん学ぶことができました。

　この実習を通して、コミュニケーションの大切さを学ぶことができまし

た。実習中は、事務局・通所介護事業所・訪問介護事業所・居宅介護事業

所・地域包括支援センターの５つの事業所を経験させていただき、どの事

業所においてもコミュニケーションがとても重要だと感じました。私はコ

ミュニケーションを自らとることが

得意なほうではありませんでしたが、利用者の方々の優しい言葉

かけに助けられ、たくさんお話しすることができました。

　また、様々な会議にも参加させていただきました。その中で、阿

蘇郡市の社会福祉協議会の方と接する機会があり、それぞれの地

域のことを知ることができ、とても良い経験ができました。

　今回、実習で学んだことを活かして自分の夢に向かって頑張っ

ていきたいと思います。そして、今回はコロナ禍の中、実習を受け

入れてもらい、貴重な経験をたくさ

んさせていただき、職員の方をはじ

め利用者の方にはとても感謝して

います。ありがとうございました。

   ソーシャルワークとは、多様な人々のウェルビーイング（＝よい状態、幸せ）を手助けすることです。
　基本は相手の話しに耳を傾けることで、相手の気持ちを受けとめながら話を聴くなど基礎的な面接技術を学び、
心身の問題ばかりではなく、人と人をつなぎ、地域の人々のネットワークをつくっていくことも大切な課題です。
　この度、社会福祉の専門職として必要な知識、援助の方法や技術等習得するため実習が行われました。

熊本学園大学 社会福祉学部　

熊本学園大学　社会福祉学部　
子ども家庭福祉学科　　3年　

松　本　朔　弥　さん

ソーシャルワーク実習
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　新型コロナウイルス感染症の拡大により、私たちの生活スタイルが大きく変化しました。様々
な行事・イベント、地域福祉活動が自粛を余儀なくされています。コロナ禍において、人と人と
が互いに距離を取り、接触する機会を減らすことが求められ、顔を合わせて集まることが少なく
なりました。
　しかし、そのような中でも各行政区でつながりを絶やさないための多様な取り組みが展開され
ています。令和２年度やまびこネットワーク活動実績報告書よりご紹介します。

屋外での実施
〇ペタンク大会やパークゴルフ大会を実施しました。
　屋外だと距離も確保できるため、参加者も安心して楽しむことが
　できました。

密にならないための工夫
〇コロナ対策（マスクの徹底・消毒・換気）をしっかりしたうえで、距離
をとり、「オレオレ詐欺」「地域での自主防災活動の取り組みについ
て」の講話や定期的な健康体操を実施し、できる範囲で活動する
ことができました。

つながりを絶やさないための見守り活動
〇民生委員・隣保組長と協力し、独居世帯・高齢者世帯等へ日頃から見守り活動を
行いました。コロナ禍でも訪問することで、日頃の悩みや不安など聴き、安心さ
れました。
〇いつ起こるか分からない災害に備えて、白川区においては、民生委員をはじめ、
消防団の協力のもと、移住者を含めた全区民を対象に避難行動要支援者の調
査を実施し、支援名簿の作成を行いました。

　やまびこネットワーク活動が地域に広がっています。
　小地域（行政区単位）を基盤として、住民の参加と協力により、一人
暮らし高齢者をはじめ、援護が必要な方が住み慣れた地域で安心してい
きいきと生活できるよう近隣の住民が地域ぐるみで見守り・支え合い助
け合う地域づくりを推進しています。
　お年寄りや子ども、障がいのある方々、南阿蘇村に住んでいる全ての
人がネットワークの手をつなぎ、心あたたまるコミュニケーションを
創っていきましょう。
　やまびこネットワーク活動の内容や立ち上げについてお気軽にお問い
合わせください。

コ ロ ナ 禍 で も

「 つ な が り 」 を

絶やさないために

詳しくは、南阿蘇村社会福祉協議会までお問い合わせください。　67-0294

やまびこネットワーク活動を推進しています！

～見守り声かけ活動について～

～サロン活動～

東下田区　「オレオレ詐欺」講話の様子 栃木区　「健康体操」の様子

吉田三区　「自主防災活動」講話の様子長野区　「訪問」の様子



善意のご寄附を
お願いします

法律相談のご案内一般 一般

一般一般

情報

情報 相談

相談

南阿蘇村社会福祉協議会　
やすらぎ広場 
グラウンド・ゴルフの利用について

やすらぎ広場でグラウンド・ゴルフを
されたい方は道具を貸し出しますので、
ご利用されたい方は、南阿蘇村社会
福祉協議会までご連絡ください。

所得税に関わる寄附金控除の対象となっています。
確定申告の際に、本会が発行する領収証と税額控除に係る
証明書をご提出ください。

寄附金の税制上の優遇措置について

寄附金のお申込み方法

直接窓口にお越しいただくか、ご寄附のご希望をお電話で
ご連絡ください。

ふみばあちゃんの 教えて福祉 ♡

お知らせ

　新型コロナウイルス感染症発生の影響による、休業
や失業等にて、一時的に収入が減少した世帯を対象
に、生活福祉資金（特例貸付）の緊急小口資金、総合支
援資金【初回】、総合支援資金【再貸付】について、令和
３年１１月３０日（火）まで借入れ申込みの受付を実施し
ています。
　申請をお考えの方は南阿蘇村社会福祉協議会にお
尋ねください。

　村民の方を対象に弁護士による無料法律相談を実
施します。
　日常生活上の法律問題でお困りの方はご相談くだ
さい。（車のない方については送迎いたします）

　南阿蘇村社会福祉協議会では、地域福祉の推進に
必要な財源として、社協の活動や事業の趣旨に賛同
し、応援してくださる村民の皆様からの寄附金を受け
付けています。ご寄附いただきました浄財は、地域福
祉推進事業等に活用させていただきます。
　社協は、税額控除制度により「税額控除対象団体」に
認定されています。これにより、寄附をされた方は所
得税、住民税において優遇措置が受けられます。ただ
し、優遇措置を受けるためには確定申告が必要となり
ます。

み ん な み ん な の 掲 示 板

10 時～正午　お一人 30分

久木野総合福祉センター

南阿蘇村社会福祉協議会　
ＴＥＬ　０９６７－６７－０２９４

【お問い合わせ先】
南阿蘇村社会福祉協議会　
ＴＥＬ　０９６７－６７－０２９４

【お問い合わせ先】
南阿蘇村社会福祉協議会　
ＴＥＬ　０９６７－６７－０２９４

【お問い合わせ先】
南阿蘇村社会福祉協議会　
ＴＥＬ　０９６７－６７－０２９４

最新情報は、ホームページやお電話でご確認ください。

相談時間

場　　所

＊借金のこと
＊家族のこと
＊相続や遺言のこと
＊交通事故等
まずはご相談を！

           日程表
令和３年 10月28日（木）
令和３年 11月25日（木）
令和４年　１月27日（木）
令和４年　２月24日（木）
令和４年　３月24日（木）

※12月の法律相談はありません
※予約が必要です。相談を希望される方は
　下記までご連絡ください。

南阿蘇村久石 2705

新型コロナウイルス感染症の影響により
生活資金でお悩みの皆さまへ

７６

みんなみんなの　
　　みなみちゃん

居宅介護支援事業所ってなに？

どんな仕事をしよると？

どんな相談があるとね？

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

っ
て
な
に
？

ケアマネージャーが介護サービスを利用する方が住み慣れた
地域で、元気に暮らすため様々な介護サービスが利用できる
よう導いていく窓口です。

可能な限り在宅で自立した生活ができるように、その人の状況に合
わせて必要なサービス［デイサービス（リハビリ）・ヘルパー・福祉用
具貸出等］を各事業所と連携しながら調整します。
主に　　〇ケアプランの作成
　　　　〇介護サービス事業所との連絡調整
　　　　〇サービスの再評価と計画の練り直しなど

例えば…・認知症が心配で…
　　　　・親の退院後の生活が不安で…
　　　　・在宅生活に不安がある…
　　　　　（お風呂に入れない・運動したい・閉じこもり・
　　　　　  調理や買い物ができない）等

いろいろ聞けてよかった～
　　　困ったときは相談に行くけんね。

居宅介護支援事業所では、本人やご家族に納得していただく
ために、ケアプランを作成する上で、どんな生活を送りたい
のか、目標など伺いながら一緒にケアプランを作ります。
居宅介護支援事業所には、たくさんの情報がありますので、
些細なことでもお気軽にご相談ください。

エアーマット入浴台四点杖 シャワー椅子ポータブルトイレ車椅子 歩行器（セーフティーアーム）

貸出事業をご利用ください。 介護機器や物品の貸し出しを行っています。ご活用ください。

南阿蘇村に住所を有する在宅の高齢者、身体障がい者、介護機器が必要な方へ　原則として最長２か月間
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